褥瘡対策委員会　議事録

開催日　　平成　22年　7月　1日　（　木　）　　　　　　　　　　　　開催回数　第3回

時　間　　15時30分～16時

場　所　　病院　応接室

記録者　　小笠原　麻衣
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＜連絡事項＞

· 6月分の褥瘡集計まだの方は早めに入力お願いします。

· 今年度は褥瘡を作らない為の予防に力を入れていきましょう。

南山苑での対策の一つとして、褥瘡委員のみのミーテイングを開き、利用者様の皮膚の状況の把握をできるための取り組みとして、リスクの高い方に「褥瘡好発部位」の絵を枕元に貼ることを検討しています。今後は発赤などの徴候の情報の共有も出来るよう考えていきたい。

・昨日、沢田NSが看護協会の褥瘡についての研修に参加しています。次回の委員会の時に研修内容の伝達をお願いします。

＜褥瘡発生者の報告＞

· 病　　院→１名。

　　　　東病棟　向谷地吉幸様→浸出液はほぼ軽減されている。入浴時にデユオアクテイブ　（フイルム剤）と軟膏処置行っている。また２時間おきに体位交換継続している。

　　　　　フイルム剤を取り外す場合は、主治医に報告し指示を仰ぐ。

　　　　南病棟　高森清八様→褥瘡のリスクが高い為、様子観察をしていく。　　　　　

· 南寿の里→発生者なし。

· 南　　山→3名

2階・吉田ルエ様→ＤＥＳＡＩＮ　17点(前回18点)

　　　　　　　　　　出血なし・滲出液あり。1日2回の処置継続中。

・上村よし様→右膝　ＤＥＳＡＩＮ5点　　その他は治癒している。

　　３階・依田キワ様→ＤＥＳＡＩＮ９点（前回＋4点)

　　　　　　　　　　滲出液はなし。発赤ひどくなってきている。

　　　　　　　　　　アズクロ＋ラップ保護→ゲーベン＋ガーゼ保護にて処置を行っていく。栄養が偏っている為栄養士と相談し栄養面での検討をしていきましょう。

· 南山で褥瘡になる危険のある方たくさんいるので、ならないように予防行う。

・次回の委員会　8月4日予定　15時30分～病院2階会議室　










